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（１）固有森林生態系修復事業
・アカギ、モクマオウ等の外来植物の薬剤駆除、
抜取り駆除、特殊伐採

・在来植物の移植・播種
・駆除の影響及び効果を検証する事前及び事後モ
ニタリング

※修復事業における最近の課題
・外来樹木駆除後の下層に外来草本が侵入
・崖地に分布している外来種の駆除手法の確立
・事後モニタングポイントの増加

アカギの特殊伐採の様子

１ 令和６年度小笠原諸島森林生態系保護地域における主な事業

アカギの特殊伐採の様子
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（２）希少鳥類のモニタリング（母島）
・オガサワラカワラヒワの生息状況のモニタリン
グ及び標識調査を実施

・今年度は28個体に標識を装着

（３）指定ルートのモニタリング
・利用による植生等への影響の把握及び危険
箇所の把握

・令和５年度の調査では、利用による大き
な影響は見られない

指定ルートモニタリングの様子

オガサワラカワラヒワの標識装着

（４）オガサワラグワ個体群の保全
・実生苗の周囲にベイトステーションを設置
・シマグワとの交配防止のため、弟島北に位置す
る孫島のシマグワの駆除を優先的に実施

ネズミ対策としてベイトス
テーションに殺鼠剤を補充



（１）指定ルートの評価
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・指定ルートの特徴や現状、課題について指定ルート毎
に調査・評価を実施 

・全指定ルート３１ヶ所のうち、現在までに父島2０
ルート、母島9ルートの評価を完了

・今年度中に全指定ルートの評価を完了予定

２ 令和６年度小笠原諸島森林生態系保護地域部会での主な審議内容

（２）指定ルートの新設・廃止の検討

・地元観光協会等からの要望を受け、新たなルートの開
        設を検討

・開設以来、利用頻度が極端に少ない指定ルートについ
て廃止を検討

・指定ルートの開設及び廃止について村民説明会を開催

評価シートの一例
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（３）オガサワラビロウの活用

・昨年度の小笠原部会で、オガサワラビ
ロウの採取について合意

・引き続き採取可能区域を検討
・母島では陸産貝類の保全の必要性から
採取可能な箇所が限定

（４）戦跡等の扱いの検討

（５）オガサワラグワの保全の情報共有

・各機関が実施しているオガサワラグワ保全対策の情報共有の場として
小笠原部会を活用

・国有林内には、旧日本軍が設置した特殊地 
下壕等の戦跡が点在

・観光資源として戦跡ツアーに活用
・地下壕が経年劣化、安全管理が課題

・保護増殖計画が策定されておらず、各機関が可能な範囲で保全を実施

特殊地下壕（父島夜明山）

オガサワラビロウ

オガサワラビロウ葺きの屋根

大砲（母島）
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（３）公益的機能維持増進協定を締結

（１）ガイド及び観光客による外来草本の抜取り

（４）小笠原諸島森林生態系保護地域回復ボランティア

・令和６年9月17日付で、母島南崎民有地所有者と協定
を締結

・国費により、民有地の周囲の国有林と一体的に外来植
物駆除を実施することで効果的な駆除が可能

・令和６年１１月２６日～１２月１日
（実施日１１月２８日、29日）
・参加予定 本土8名、母島4名
・モクマオウ等の駆除、在来種の植栽等を実施

３ 令和６年度小笠原諸島森林生態系保護地域関連トッピクス

・令和６年４月１日から千尋岩ルートにおいて、 ガイド
及び同行する観光客による外来草本の抜取りが可能な
制度を導入

50cm程度50cm程度（２）南島でグリーンアノールの侵入を確認

・令和６年４月に南島において、特定外来生物のグリー
ンアノールの侵入が初確認

・関係機関により捕獲調査が行われたが未発見

公益的維持増進協定箇所
（母島南崎）

千尋岩ルート



（主な会議等） 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

修復検討委員会 6/25

現地連絡会 7/10 9/20

小笠原部会 ※1 11/8

事業報告会、講演会

（主たる実施内容）

事前モニタリング

事後モニタリング

各種外来植物駆除

防衛柵ﾒﾝﾃ・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

植栽・播種

シロアリモニタリング

指定ルートモニタリング

※1：正式名称は「関東森林管理局保護林管理委員会小笠原諸島森林生態系保護地域部会」
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４ 令和６年度小笠原諸島森林生態系保護地域関連スケジュール
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